
［丹波市こども計画］進捗管理シート➀

乳幼児期 学童期 思春期 青年期
ポスト
青年期

子育て
当事者

2 こども・若者の意見表明の機会創出 こども福祉課 継続検討

こどもの参加する権利について周知・啓発を図るとともに、こども・若者に
関する事柄について、こども・若者が自身の意見を自由に表明できる制度や
仕組みづくりを研究します。併せて、こども・若者の意見表明をサポートす
るファシリテーターの養成について研究します。

● ● ● ● ● ●

3 こども施策への意見の反映 こども福祉課 継続検討
こども・若者の意見がまちづくり等における意思決定に影響を与える制度や
仕組みづくりを研究します。

● ● ● ● ● ●

13 医療機関を活用した病児保育の実施の検討 こども福祉課 継続検討
保護者が安心して働ける環境を整えるため、医療機関の１室等を活用した病
児保育の実施を検討します。

● ● ●

26 アフタースクールにおける昼食サービス導入の検討 こども育成課 継続検討
保護者が安心して働くことのできる環境の整備を図るため、長期休業中のア
フタースクールにおける昼食の提供を検討します。

● ●

２－４　こどもの居場所づくり 40 こどもの居場所の整備 こども福祉課 継続検討
公共施設等を活用し、こどもやおとながこどもの権利を肌で感じることがで
きる場の整備を研究します。

● ●

３－２　妊娠期から乳幼児期の経済的支援 ○ － 出産・健診安心アクセス支援事業 こども福祉課 R8年度から新規実施
医学的な管理が必要な妊婦については、高度な医療機能を有する周産期医療
センターまでの遠距離の通院が必要となるため、遠方の医療機関への通院交
通費の一部を支援することで経済的・心理的負担軽減を図ります。

● ● ●

３－３　様々な経済的支援と医療費助成 75 学校給食費無償化の検討 教育総務課 現状のまま継続
子育て家庭の経済的負担を軽減することを目的に、学校給食費の無償化を検
討します。

●

○ 87 結婚新生活支援事業補助金 こども福祉課 見直して継続
新婚夫婦世帯の住宅の取得費や賃貸住宅の入居費用、リフォーム費用、新居
への引越し費用の一部を補助します。
（R8年度から交付対象要件追加：指定分野の講座等の受講）

● ●

４－１　障がいや発達に特性のあるこども・若者への支援 ○ 102 がん患者アピアランスサポート事業 健康課 見直して継続
がん治療による脱毛や乳房切除等を受けられた方に対し、外見変貌を補完す
る補正具の購入費用の一部を助成します。
（R8.4.1～　所得制限撤廃）

● ● ● ● ● ●

４－４　外国につながりのあるこども・子育て家庭への支援 118 子育て支援施設における交流の場づくり こども福祉課 継続検討
子育て学習センターや児童館を拠点として、外国につながりのある親子と日
本人の親子が交流できる事業の実施について検討します。

● ● ● ●

丹波市こども計画　施策一覧表　※変更箇所・検討事業のみ抜粋

基本目標 施策 新規 変更
事業等

No. 事業等 担当課
担当課の方向性

（R8年度に向けた）
取組内容

施策の対象

１　こども・若者の権利の保障 １ー１　こども・若者の権利に関する理解の促進

４　配慮が必要なこども・若者や子育て家庭への支援

３　健やかに生み育てられる環境づくり

３－５　結婚と子育ての希望をかなえる支援

２　こども・若者の成長を支える地域社会の構築

２－１　保育環境の整備

２－２　子育てを支える環境の整備

≪資料２≫
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［丹波市こども計画］進捗管理シート②

作成日

26

所管課

関係課

（R７実績）

５．その他特記事項

【評価（担当課評価）】

＜評価基準　A：計画を上回る進捗状況　B：計画どおりに進捗　Ｃ：やや計画を下回る進捗状況　Ｄ：着手できていない＞

３．事業の進捗状況 ・市内４業者（営業所を含む）及び市外１業者へのヒアリングを実施し、導入に向けての供
給体制の検討やアフタースクールでの現場対応に関する課題整理を進めた。
・業者ヒアリングにより、令和８年度上半期に予定する保護者への意向調査の項目設定に
関する基礎データを収集した。

事業の検討進捗状況・今後の
検討スケジュール

４．検討にあたっての課題 ・一部公費負担の検討(料金設定高の場合)、アフタースクール利用料金の減免措置対象
者への対応
・注文及び代金決済に関する現場対応の手法、委託業者（運営管理者）との協議調整
・配膳に係る放課後児童支援員の負担低減化
・Webサイトやアプリからの注文システムの導入可能性の検討
・弁当保管場所の確保、残渣・使用済容器の処分方法

事業の検討（実施）にあたって
の課題（財源・制度etc）

保護者ニーズ把握

制度設計・導入検討

試行導入（週数回）

課題検証・導入準備

全市実施

事業名 アフタースクールにおける昼食サービス導入の検討

こども育成課 作成者（職・氏名）

係長 澤瀉 良孝
担当課

検討事業進捗管理シート
令和7年12月25日

基本目標 ２　こども・若者の成長を支える地域社会の構築

施策 ２－２　子育てを支える環境の整備

保護者が安心して働くことのできる環境の整備を図るため、長期休業中のアフタースクール
における昼食の提供を検討します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

１．取組内容

（評価理由・コメント）

・配食業者ごとに異なる料金設定のあり方と保護者理解
・公費負担の場合、保護者の利便性向上に留まらず、こどもに食を提供して健やかな成長
を支えることを社会の責務とする合意形成

進捗状況
評価

計
画
当
初

保護者ニーズ把握

制度設計・導入検討

実
績
・
見
込

配食サービス業者への打診

試行導入（週数回）

課題検証・導入準備

全市実施

配食サービス業者への打診
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［丹波市こども計画］進捗管理シート②

作成日

75

所管課

関係課

（R７実績）

５．その他特記事項

【評価（担当課評価）】

＜評価基準　A：計画を上回る進捗状況　B：計画どおりに進捗　Ｃ：やや計画を下回る進捗状況　Ｄ：着手できていない＞

３．事業の進捗状況 ・令和７年４月から市内の小中学校に通う中学生及び就学に援助が必要な要保護・準要保
護世帯の小学生の学校給食費の無償化を実施
・今後においても継続
・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用し、令和７年10月から令和８年３月ま
で小学生の学校給食費の免除を実施

事業の検討進捗状況・今後の
検討スケジュール

４．検討にあたっての課題 ・市の一般財源による負担が極めて重く、健全な財政運営を維持するためには、国による
財政的な支援が不可欠
・食材価格の高騰や光熱費の上昇が続く中で、給食の質と栄養バランスを維持しながら無
償化を継続していくこと

事業の検討（実施）にあたって
の課題（財源・制度etc）

１．取組内容 子育て家庭の経済的負担を軽減することを目的に、学校給食費の無償化を検討します。

計
画
当
初

実
績
・
見
込

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

小学生給食費免除実施

２．スケジュール

無償化実施

中学生等無償化実施

事業名 学校給食費無償化の検討

教育総務課 作成者（職・氏名）

係長 坂東　守
担当課

検討事業進捗管理シート
令和8年1月6日

基本目標 ３　健やかに生み育てられる環境づくり

施策 ３－３　様々な経済的支援と医療費助成

（評価理由・コメント）

・学校給食費の抜本的負担軽減のため「給食費負担軽減交付金」が創設され、都道府県
に対し交付され、市に配分される予定（令和８年４月から小学生が対象）
・基準額…5,200円（小学生）、6,200円（特別支援学校小学部）
・支援額＝給食実施校在籍児童×基準額×11か月

進捗状況
評価
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［丹波市こども計画］進捗管理シート②

作成日

2

所管課

関係課

（R７実績）

５．その他特記事項

【評価（担当課評価）】

＜評価基準　A：計画を上回る進捗状況　B：計画どおりに進捗　Ｃ：やや計画を下回る進捗状況　Ｄ：着手できていない＞

進捗状況
評価

（評価理由・コメント）

事業の検討進捗状況・今後の
検討スケジュール

４．検討にあたっての課題 ・ガイドラインの策定にあたっては、一部の学校や、一部の学年に限定される等、参加でき
るこどもに格差ができないようにする必要がある。
　⇒意見表明の機会が平等に必要。声を聴かれにくいこどもにも対応した仕組みが必要
・学年によって、意見聴取のためのサポート方法が異なる（小学生と高校生）
　⇒発達段階に応じた支援方法の検討が必要
・ファシリテーターなど、進行・整理ができる大人が少なく、こどもの声が活かされにくい
・こどもたちが意見を表明する事にまだ抵抗がある。自分だけ違う意見を言うことに抵抗を
感じる。

事業の検討（実施）にあたって
の課題（財源・制度etc）

制度運用・周知

ファシリテーターの養成

３．事業の進捗状況 ・他市（県）で実施されているオンラインでの意見募集の事例を参考に、30歳未満のこども・
若者を対象とする「いけんポスト」を開設し、市内各学校,、二十歳のつどい等を通じて周知
を図った。
・意見聴取にかかるガイドラインの作成について、子育て支援施策検討委員会において検
討を開始した。

計
画
当
初

意見聴取方法の調査研究

制度設計

制度運用・周知

ファシリテーターの養成

実
績
・
見
込

意見聴取方法の調査研究

制度設計

１．取組内容 こどもの参加する権利について周知・啓発を図るとともに、こども・若者に関する事柄につ
いて、こども・若者が自身の意見を自由に表明できる制度や仕組みづくりを研究します。併
せて、こども・若者の意見表明をサポートするファシリテーターの養成について研究します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

事業名 こども・若者の意見表明の機会創出

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

係長 足立　和哉

検討事業進捗管理シート
令和8年1月8日

基本目標 １　こども・若者の権利の保障

施策 １ー１　こども・若者の権利に関する理解の促進
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［丹波市こども計画］進捗管理シート②

作成日

3

所管課

関係課

（R７実績）

５．その他特記事項

【評価（担当課評価）】

＜評価基準　A：計画を上回る進捗状況　B：計画どおりに進捗　Ｃ：やや計画を下回る進捗状況　Ｄ：着手できていない＞

進捗状況
評価

（評価理由・コメント）

事業の検討進捗状況・今後の
検討スケジュール

４．検討にあたっての課題 ・意見反映の前段階として、意見を聴取する方法の検討が必要であるが、どの施策で、ど
の段階で意見を聴くのかが不明確。
・施策に反映する意見を聴く対象・方法の基準がない。事業の検討（実施）にあたって

の課題（財源・制度etc）

制度実施

３．事業の進捗状況 ・こどもの声を聴取し、それを市政に反映するひとつの取り組みとして、「いけんポスト」を開
設。また、届いた意見やそれに対する市の回答等を一元的にまとめる「こどもの声ひろば」
を市HP内に開設した。
・意見聴取にかかるガイドラインの作成について、子育て支援施策検討委員会において検
討を開始した。

計
画
当
初

制度・仕組みの調査・研究

制度設計

制度実施

実
績
・
見
込

制度・仕組みの調査・研究

制度設計

１．取組内容 こども・若者の意見がまちづくり等における意思決定に影響を与える制度や仕組みづくりを
研究します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

事業名 こども施策への意見の反映

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

係長 足立　和哉

検討事業進捗管理シート
令和8年1月8日

基本目標 １　こども・若者の権利の保障

施策 １ー１　こども・若者の権利に関する理解の促進
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［丹波市こども計画］進捗管理シート②

作成日

13

所管課

関係課

（R７実績）

５．その他特記事項

【評価（担当課評価）】

＜評価基準　A：計画を上回る進捗状況　B：計画どおりに進捗　Ｃ：やや計画を下回る進捗状況　Ｄ：着手できていない＞

進捗状況
評価

（評価理由・コメント）

事業の検討進捗状況・今後の
検討スケジュール

４．検討にあたっての課題 ・実施医療機関の環境整備（施設・人材）に対する市からの財政支援の検討
・医療機関の負担増
・利用対象、条件の設定事業の検討（実施）にあたって

の課題（財源・制度etc）

事業の検討

３．事業の進捗状況 ・過去の当該事業の検討経過を確認。
・過去の検討課題を踏まえ、近隣自治体の実施状況の調査に着手するとともに、過去の調
整時と現在とでの利用ニーズの変化を把握する。

計
画
当
初

ニーズ調査

医療機関への聞き取り

事業の検討

実
績
・
見
込

ニーズ調査

医療機関への聞き取り

１．取組内容 保護者が安心して働ける環境を整えるため、医療機関の１室等を活用した病児保育の実
施を検討します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

事業名 医療機関を活用した病児保育の実施の検討

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

係長 足立　和哉

検討事業進捗管理シート
令和8年1月8日

基本目標 ２　こども・若者の成長を支える地域社会の構築

施策 ２－１　保育環境の整備
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［丹波市こども計画］進捗管理シート②

作成日

40

所管課

関係課

（R７実績）

５．その他特記事項

【評価（担当課評価）】

＜評価基準　A：計画を上回る進捗状況　B：計画どおりに進捗　Ｃ：やや計画を下回る進捗状況　Ｄ：着手できていない＞

進捗状況
評価

（評価理由・コメント）

事業の検討進捗状況・今後の
検討スケジュール

４．検討にあたっての課題 ・施設の新規整備にあたっては、財源の確保が課題。
・施設のみならず、こどもたちが安心して過ごせるための人材の確保が必要。

事業の検討（実施）にあたって
の課題（財源・制度etc）

３．事業の進捗状況 ・令和７年度は具体的な居場所の整備に関する調整には至らなかった。引き続き、既存施
設の改修や、庁舎整備の情報を把握しつつ、既存の団体の活用も視野に入れながら、効
果的な居場所の整備を検討していく。

計
画
当
初

施設の検討

実
績
・
見
込

施設の検討

１．取組内容 公共施設等を活用し、こどもやおとながこどもの権利を肌で感じることができる場の整備を
研究します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

事業名 こどもの居場所の整備

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

係長 足立　和哉

検討事業進捗管理シート
令和8年1月8日

基本目標 ２　こども・若者の成長を支える地域社会の構築

施策 ２－４　こどもの居場所づくり

7



［丹波市こども計画］進捗管理シート②

作成日

118

所管課

関係課

（R７実績）

５．その他特記事項

【評価（担当課評価）】

＜評価基準　A：計画を上回る進捗状況　B：計画どおりに進捗　Ｃ：やや計画を下回る進捗状況　Ｄ：着手できていない＞

進捗状況
評価

（評価理由・コメント）

事業の検討進捗状況・今後の
検討スケジュール

４．検討にあたっての課題 ・外国人子育て家庭への情報発信及びニーズの把握方法が課題。
→　外国人子育て家庭と直接対面する機会が少ないため、情報発信や情報収集にあたっ
ては、外国人子育て家庭が必ず利用する窓口等を活用（妊娠届出時等）する工夫が必要。事業の検討（実施）にあたって

の課題（財源・制度etc）

実施事業の検討

事業の実施

３．事業の進捗状況 ・令和７年度においては、外国人子育て家庭が子育て支援施設を活用しやすい環境を整
備することを目的として、翻訳機の購入・設置した。また、子育て関連情報を掲載するポー
タルサイトに「やさしい日本語変換機能」を導入した。
・令和８年度からは、外国人子育て家庭の子育て相談等のニーズを把握するとともに、
ニーズに応じて、外国人子育て家庭と日本人親子が交流できる事業を検討し、実施につな
げる。

計
画
当
初

受入体制の整備

需要量の把握

実施事業の検討

事業の実施

実
績
・
見
込

受入体制の整備

需要量の把握

１．取組内容 子育て学習センターや児童館を拠点として、外国につながりのある親子と日本人の親子が
交流できる事業の実施について検討します。

２．スケジュール 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和10年度 令和11年度

事業名 子育て支援施設における交流の場づくり

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

係長 足立　和哉

検討事業進捗管理シート
令和8年1月8日

基本目標 ４　配慮が必要なこども・若者や子育て家庭への支援

施策 ４－４　外国につながりのあるこども・子育て家庭への支援

8



［丹波市こども計画］進捗管理シート③

作成日

［区分］　変更（拡充）・変更（縮小）・廃止

87

所管課

関係課 係長 足立和哉

１．取組内容
　※計画書記載内容

新婚夫婦世帯の住宅の取得費や賃貸住宅の入居費用、リフォーム費用、新居への引越し
費用の一部を補助します。

国の事業実施要領の改正に基づき、令和８年度より補助金の交付条件を改定する。
具体的には、従来の所得制限や年齢等の要件に加え、①ライフデザイン支援講座の受
講、②プレコンセプションケアに関する講座の受講、③医療機関への妊娠・出産に関する
相談、④共家事・共育て講座の受講、いずれか１つを必須とする。
これにより、少子化対策としてより効果的な事業とすることを追給する。

２．変更内容

事業変更・廃止報告シート

令和8年1月15日

基本目標 3　健やかに生み育てられる環境づくり

施策 ３－５　結婚と子育ての希望をかなえる支援

子育て支援施策検討委員会
意見記載欄

報告区分 変更（縮小）

３．変更時期
令和８年度

事業名 結婚新生活支援事業補助金

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

４．変更理由

５．特記事項

地域少子化対策重点推進交付金交付要綱の改正による

9



［丹波市こども計画］進捗管理シート③

作成日

［区分］　変更（拡充）・変更（縮小）・廃止

102

所管課

関係課 係長 足立恵理子

１．取組内容
　※計画書記載内容

がん治療による脱毛や乳房切除等を受けられた方に対し、外見変貌を補完する補正具の
購入費用の一部を助成します。（所得制限あり）

所得制限の撤廃２．変更内容

事業変更・廃止報告シート

令和8年1月5日

基本目標 4　配慮が必要なこども・若者や子育て家庭への支援

施策 ４－１　障がいや発達に特性のあるこども・若者への支援

子育て支援施策検討委員会
意見記載欄

報告区分 変更（拡充）

３．変更時期 令和8年4月1日

事業名 がん患者アピアランスサポート事業

担当課
健康課 作成者（職・氏名）

４．変更理由

５．特記事項

がん治療による脱毛や乳房切除等を受けられた方の心理的な負担を減らし、就労や社会
参加を促すことで、療養生活の質の維持向上を図ることが目的のため、所得制限を撤廃し
該当するすべての方を対象とした。

10



［丹波市こども計画］進捗管理シート➃

作成日

―

所管課

関係課

４．その他特記事項

新規事業報告シート

令和8年1月8日

基本目標 3　健やかに生み育てられる環境づくり

施策 ３－２　妊娠期から乳幼児期の経済的支援

（３）思春期

（４）青年期

（５）ポスト青年期

事業名 出産・健診安心アクセス支援事業

担当課
こども福祉課 作成者（職・氏名）

副課長兼係長 上野奈美

令和１１年度

１．取組内容 医学的な管理が必要な妊婦については、高度な医療機能を有する周産期医療センターま
での遠距離の通院が必要となるため、遠方の医療機関への通院交通費の一部を支援す
ることで経済的・心理的負担軽減を図ります。

２．事業の対象
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　該当する対象区分に●を入力してください　↓

●

（６）子育て当事者

【参考】対象（こども計画抜粋）

●

●

（１）乳幼児期

（２）学童期

子育て支援施策検討委員会
意見記載欄

令和１２年度

制度開始

３．スケジュール 令和８年度 令和９年度 令和１０年度
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